
 

 

 

 
 

 
   
 

●高齢者もランチで交流～「地域食堂」がスタートしました！ 

★三ノ輪地域食堂  
 昨年１１月、南千住都電カフェで「地域食堂」がオ
ープンしました。お一人暮らしの方、特に男性の方

はお食事がちゃんと摂れているだろうか？栄養不足

になっていないだろうか？まさにおせっかい上手の

みなさんから始まった食堂です。東京ほくと医療生

活協同組合汐入診療所のみなさんが食事を作ってく

ださいます。当日多くの方が参加し、男性民生委員さんのお声掛けにより１月にはさらに多く

の男性参加者でにぎわいました。食事がひと段落すると医療生協から季節に合わせた健康

のお話しや、楽しく体操をする時間により参加者同士の交流を深めています。 

※東京ほくと医療生活協同組合さんは「ななほしこども食堂（荒川生協診療所）」、「汐入地域

食堂（汐入診療所）」も行っています。 

★みんなの子ども食堂～縁～ 
昨年１２月中旬、西尾久スーパーバリューの裏手

にあるグループリビング縁が「多世代地域食堂」をス

タートしました。ふれあい医療生協宮の前診療所の

みなさんが中心となってお昼の食堂を準備します。 

入口を開けるとまるでおうちのリビングにいるよう

なホッとする居心地。メニューはカレーですが毎回具材を変えて出してくれます。縁にお住ま

いの方、ご近所の方、お子さんもみんなで「お昼カレーを食べよう！」と呼び掛けています。 

※ふれあい医療生協さんはみやまえの家（子ども食堂）も行っています。 
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裏 〇子ども食堂と居場所の違いなど 

●地域食堂しずか が開設 

○サロン開催状況（１月末現在） 

○地域コーディネーター連絡先 

◆ 今月は… 
表 ○地域食堂３か所が開設！ 

●三ノ輪地域食堂 

●みんなの子ども食堂～縁～ 

 

場 所：都電カフェ三ノ輪 （南千住１－１５－１６）都電三ノ輪橋下車徒歩１分 

開催日：毎月第一月曜日 １１：３０ ～ １３：００ 

参加費：３００円（食事代） 対象：お一人暮らしの高齢者（男性の方、大歓迎！） 

場 所：西尾久グループリビング「縁」 （西尾久５－２５－６） 

開催日：毎月第２，４土曜日 １０：００ ～ １４：００ 

参加費：大人２００円 子ども１００円（食事代） 対象：どなたでもどうぞ 

オープン型 

オープン型 



 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

★多世代で交流～「地域食堂しずか」 が開設！ 
昨年１２月２４日に「多世代地域食堂」が開設しました。

当日はクリスマスイブということもありたくさんの子どもや大

人たちが集まり素敵なクリスマス会となりました。 

更生保護法人静修会と荒川区更生保護女性会、更生保

護施設の職員さん、保護司、民生委員、山谷マックなど多

職種の方が集まっています。また他区から来ているボラン

ティアさんもいらっしゃいます。 

地域の方や子どもたちが集う場所、困ったらすぐに

相談できる場所、そして子どもから大人まで皆で食事

ができる場所として地域の中で住民同士横のつなが

りをこの食堂を通してつくりたい！そんな思いでスタ

ートしました。更生保護女性会のみなさんはほかにも

子供たちを支える活動として「南千住ほっこりアイラン

ド」町屋では「子ども村：中高生のホッとステーション」

でもご協力いただいております。  

荒川区内のふれあい粋・活サロンの活動状況 （令和２年１月３１日現在 全９５か所） 

◆地区別サロン【基本型】：南千住９か所・荒川１１か所・町屋６か所・東尾久５か所 

・西尾久８か所・東日暮里８か所・西日暮里９か所 

◆地区別サロン【介護予防型】：１１か所 ※介護予防、健康づくり等を目的に毎週開催するサロン 

◆テーマ別サロン：２６か所 ※認知症高齢者を支える家族、男性介護者、聴覚障がいの高齢者、 

ひきこもり本人や家族、シングルマザー、福祉ニーズのあるお子さんなどをそれぞれ対象としたサロン 

◆子育てサロン：２か所 ※子育て中の若い親子を対象としたサロン 

開催日：毎月第４火曜日 １７：００ ～ １９：００ ※場所はお問合せ下さい 

参加費：大人３００円、子ども１００円（材料費）  

暮らしや地域のことについてのご相談・お問合せは地域コーディネーターへ：稲葉・大藤 

荒川区社会福祉協議会 地域ネットワーク課 

〒１１６－０００３ 荒川区南千住１－１３－２０ 

電話：３８０２－３３３８  ＦＡＸ：３８０２－３８３１   

 

●「子どもの居場所」・「子ども食堂」・「地域食堂」・「多世代地域食堂」 

また「オープン型」と「クローズ型」の違い 
子どもへの食事提供の取り組みとして、荒川区内では、 

①定期的な食事提供を行う「子ども食堂(子ども中心）」 と、「多世代地域食堂」 

②毎週、食事提供のほか学習支援なども行う「子どもの居場所」 

③ 高齢者が対象の「地域食堂」 があり、①②は区からの支援もあります。 

そして「オープン型」は、どなたでも参加できる活動。 

一方「クローズ型」は支援が必要な子どもが対象で、関係機関や民生委員さんなどから

のご紹介とお申し込みが必要なので、会場は非公開になっています。 

クローズ型 


